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�
東
方
�
二
九
七
号
よ
り

日
本
に
お
け
る

梁
啓
超
研
究
の
精
華

湯
志
鈞�
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
�

田
邉
章
秀
訳�
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
�

　

日
本
の
島
田
虔
次
教
授
訳
注
の�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
五
大
冊
が
�

今
年�
二
〇
〇
四
年
�
岩
波
書
店
よ
り
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
�

　

一
九
二
九
年
梁
啓
超
が
逝
去
し
た
後
�
梁
の
親
族
と
友
人
た
ち
は

こ
の
大
き
な
影
響
力
を
持
�
た
歴
史
的
人
物
を
記
念
す
る
た
め
�

�
飲
冰
室
合
集
�
と�
年
譜
�
の
編
集
を
決
定
し
�
�
丁
文
江
と
梁
思

成
が
自
ら
各
地
に
手
紙
を
出
し
て
�
梁
啓
超
と
師
友
と
の
往
復
書

簡
�
お
よ
び
詩
・
詞
・
文
・
電
報
な
ど
の
抄
件�
書
き
写
し
�
あ
る

い
は
複
製
品
を
収
集
し
た
�
僅
か
半
年
前
後
の
間
に
�
梁
家
に
は
大

量
の
資
料
が
蓄
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
�
梁
自
身
の
書
簡
だ
け
で
も

二
千
余
通
に
達
し
た
し
�
そ
の
他
の
各
種
資
料
も
な
お
続
々
と
寄
せ

ら
れ
て
来
た
①

���
年
譜
�
は
丁
文
江
の
主
導
の
下
�
一
九
三
二
年

の
夏
期
休
暇
中
に
�
趙
豊
田
を
助
手
と
し
て
初
稿
が
出
た
�
一
九
三

六
年
一
月
�
丁
文
江
は
逝
去
し
た
�
翁
文
灝
が
丁
文
江
の
遺
志
を
受

け
�
題
し
て�
梁
任
公
先
生
年
譜
長
編
初
稿
�
と
名
づ
け
五
十
部
を
油

印�
謄
写
印
刷
�
し�
以
下�
油
印
本
�
と
略
す
��
毎
部
十
二
冊
に
装

丁
し
て
梁
の
親
族
や
知
人
に
送
�
て
意
見
を
求
め
た
�
現
在
上
海
図

書
館
に
は
こ
の
油
印
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
�
そ
れ
に
は
陳
叔
通
の

評
語
が
あ
る
�

　

一
九
五
八
年
台
湾
の
世
界
書
局
は
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
の
初
稿

油
印
本
を
底
本
に
�
書
名
も
丁
文
江
撰�
梁
任
公
先
生
年
譜
長
編
初

稿
�
と
し
�
巻
頭
に
は
実
に
十
五
ペ
�
ジ
に
も
及
ぶ
胡
適
の
序
言
を

配
し
て
印
刷
出
版
し
た�
以
下�
台
湾
本
�
と
略
す
��
台
湾
本
に
は
こ

の
序
文
の
手
稿
が
写
真
版
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
�
序
文
で
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
��
梁
任
公
先
生
の
年
譜
は
在
君
先
生�
丁
文

江
�
が
北
京
大
学
で
教
授
と
し
て
勤
め
て
い
た
時
期
に
編
纂
を
開
始

し
た
も
の
で
あ
る
�
在
君
先
生
自
身
が
主
編
者
と
な
り
�
青
年
学
者

で
あ
�
た
趙
豊
田
先
生
を
助
手
と
し
�
数
年
か
け
て
収
集
し
た
資
料

の
整
理
編
集
を
手
伝
わ
せ
た
�
�
�
在
君
先
生
死
後
�
友
人
の
翁
詠

霓�
文
灝
�
は
ま
だ
最
終
的
な
整
理
修
訂
が
す
ん
で
い
な
い
初
稿
の

油
印
本
数
十
部
を
任
公
先
生
の
家
族
や
友
人
に
送
付
し
�
仔
細
に
検

討
し
た
う
え
で
評
注
を
加
え
�
し
か
る
後
に
送
り
返
す
よ
う
依
頼
し

た
�
�
�
油
印
本
の
底
本
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
の

初
稿
本
に
当
た
る
�
こ
の
初
稿
本
は
も
と
も
と
地
質
研
究
所
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
が
�
後
に
歴
史
語
言
研
究
所
に
移
さ
れ
た
②

��

　

一
九
七
九
年
趙
豊
田
は
助
手
の
手
伝
い
を
得
て
年
譜
を
修
訂
し
�

上
海
人
民
出
版
社
よ
り
一
九
八
三
年
に
出
版
し
た
�
題
し
て
丁
文
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丁
文
江
・
趙
豊
田
編
／
島
田
虔
次
編
訳

�
梁
啓
超
年
譜
長
編
��
全
五
巻
�

Ａ
５
判
・
平
均
五
二
五
頁
・
岩
波
書
店
・
第
一
�
四
巻
各
九
�
〇
三
〇
円
／
第

五
巻
九
�
四
五
〇
円
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江
�
趙
豊
田
編�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
と
し�
以
下�
上
海
本
�
と
略

す
��
島
田
虔
次
教
授
は
こ
の�
上
海
本
�
に
よ
�
て
訳
注
を
作
成
し

た
�

　

梁
啓
超
は
一
八
九
八
年
戊
戌
政
変
の
後
日
本
に
亡
命
し
�
一
九
一

二
年
に
日
本
か
ら
帰
国
し
た
�
こ
の
期
間
�
オ
�
ス
ト
ラ
リ
ア
�
カ

ナ
ダ
�
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
行
�
た
こ
と
も
あ
る
が
�
長
期
に
わ
た

る
も
の
で
は
な
か
�
た
�
彼
が
主
編
し
た�
清
議
報
��
�
新
民
叢

報
��
�
政
論
�
は
す
べ
て
日
本
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
��
新

小
説
�
は
編
輯
の
名
義
は
趙
毓
林
に
な
�
て
い
る
が
�
実
際
は
梁
啓

超
の
主
宰
に
か
か
り
�
横
浜
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
��
国
風

報
�
は
上
海
で
出
版
さ
れ
た
が
�
実
際
の
主
宰
者
は
や
は
り
梁
氏
で

あ
る
�
彼
は�
滄
江
�
の
筆
名
で
創
刊
号
に�
論
国
風
�
上
�
中
�
下

を
発
表
し
た
�
梁
啓
超
は
ま
た
東
京
で
高
等
大
同
学
校
を
創
立
し
�

神
戸
で
は
同
文
学
校
を
開
校
し
�
た
び
た
び
講
演
を
行
�
た
�
こ
の

よ
う
で
あ
�
た
か
ら
�
日
本
に
は
か
な
ら
ず
梁
氏
の
詩
文
�
講
演
�

書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
�
そ
の
中
に
は�
飲
冰
室
合
集
�
に
収
録
さ
れ

て
い
な
い
佚
篇
や
新
し
い
課
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
な
資
料
も

少
な
く
な
い
�

　

日
本
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
は
こ
の
点
に
鑑
み
�
一
九
九

三
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
四
年
に
わ
た
り
梁
啓
超
研
究
班
を
組
織

し
�
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
��
そ
れ
と
並
行
し
て
�
島
田
虔
次

先
生
を
中
心
と
す
る
有
志
グ
ル
�
プ
に
よ
り�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�

の
翻
訳
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
③
��

　

�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
日
本
語
訳
は�
上
海
本
�
を
底
本
と
し
て
い

る
��
台
湾
本
�
を
参
照
し
て
疑
問
が
あ
れ
ば
校
訂
を
加
え
て
い
る
�

ま
た
様
々
な
手
段
を
講
じ
�
北
京
の
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
油
印
本

も
つ
か
�
て
校
訂
を
加
え
た
�
購
入
さ
れ
た
油
印
本
は
完
全
な
も
の

で
は
な
か
�
た
が�
訳
注
１
��
彼
ら
は
真
摯
に
こ
の
作
業
を
進
め
�

そ
の
一
字
一
句
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
態
度
は
人
を
し
て
感
服
せ
し
め

る
も
の
で
あ
る
�

　

�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
日
本
語
訳
の
称
賛
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
�
こ
の

書
が
最
新
の
も
�
と
も
信
用
の
置
け
る
材
料
を
引
用
し
て
訳
注
を
施

し
た
点
で
あ
る
�
例
え
ば�
油
印
本
�
は
梁
啓
超
の
子
供
た
ち
に
対

し
�
�
世
系
表
�
で
た
だ
思
成
�
思
永
�
思
忠
�
思
達
�
思
礼
�
思

同
と
息
子
た
ち
を
載
せ
る
の
み
だ
が
�
訳
注
本�
の
系
図
�
で
は
梁
氏

の
親
族
で
あ
る
呉
荔
明
女
史�
思
荘
の
娘
�
の
手
に
よ
る�
梁
啓
超
和

他
的
児
女
們
�
を
参
照
し
て
�
思
順
�
思
荘
�
思
静
�
思
懿
�
思
寧
�

思
均
�
思
広
な
ど
の
娘
た
ち
も
補
充
し
�
さ
ら
に
注
の
中
で
各
人
の

生
母
や
生
没
年
も
列
記
し
た
�
訳
注
は
ま
た
年
譜
中
に
出
て
く
る
人

物
の
本
籍
�
生
没
年
�
履
歴
を
記
し
�
さ
ら
に�
中
国
人
名
表
�
と

�
外
国
人
名
表
�
を
の
せ
て
�
読
者
に
多
大
な
便
宜
を
与
え
て
く
れ
る
�

　

島
田
先
生
は
漢
学
に
精
通
し
�
引
用
さ
れ
た
経
史
の
古
籍
に
対
し

て
も
注
釈
を
施
し
た
�
各
冊
�
注
の
頁
数
は
百
余
に
達
し
�
全
体
の

四
分
の
一
近
く
を
占
め
�
多
く
の
力
を
傾
け
た
こ
と
が
窺
え
る
�

　

梁
啓
超
が
日
本
に
滞
在
し
た
期
間
は
比
較
的
長
か
�
た
の
で
�
日

本
に
は
か
な
ら
ず�
飲
冰
室
合
集
�
未
収
の
佚
文
が
残
さ
れ
て
い
る
�

私
は
日
本
に
滞
在
中
�
国
会
図
書
館
や
外
務
省
外
交
史
料
館
な
ど
で

未
公
刊
の
書
簡
な
ど
を
探
し
出
し
�
�
日
本
康
�
梁
遺
跡
訪
問
�
を

書
い
て�
乗
桴
新
獲
�
に
収
録
し
た
�
た
だ
時
間
が
短
か
�
た
た
め
見

聞
に
は
限
り
が
あ
る
��
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
日
本
語
訳
に
は
私
の
見

て
い
な
い
草
稿
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
�
例
え
ば
一
八
九
九
年
五
月
二

十
八
日
に
梁
啓
超
ら
が
神
戸
中
華
会
館
で
行
�
た
演
説
な
ど
�
み
な

文
献
的
に
も
価
値
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
�
た
資
料
で
あ
る
�
ま
た
一
八
九
九
年�
光
緒
己
亥
四
月
�
梁
が
書

い
た�
日
本
友
人
有
以
北
支
那
山
水
画
冊
索
題
者
�
為
占
一
絶
�

　

�
図
に
画
く　

此
く
の
如
く
好
ろ
し
き
江
山
�
胡
騎　

秋
深
く
し

て
自
ら
往
還
す
�
唇
歯
の
興
亡
は
天
下
の
計
な
れ
ば
�
君
と
槊
を
横

た
え
て
楡
関
を
望
ま
ん
�
�
読
み
下
し
は
第
五
巻
�
補
注
�
四
三
九
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頁
に
よ
る
�

　

こ
れ
は
梁
が
日
本
の
友
人
瀧
川
辨
三
に
送
�
た
も
の
で
�
現
在
神

戸
華
僑
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
�
訳
注
本
で
は
梁
氏
の
手

跡
が
巻
頭
写
真
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
�
こ
れ
な
ど
は
そ
れ
以

前
に
は
全
く
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
�
た
も
の
で
あ
る
�

　

島
田
虔
次
先
生
は
日
本
の
京
都
大
学
文
学
部
教
授
�
日
本
学
士
院

会
員
で
�
�
中
国
に
お
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
��
�
中
国
の
伝
統
思

想
���
朱
子
学
と
陽
明
学
�
な
ど
の
著
作
が
あ
り
�
不
幸
に
し
て
二

〇
〇
〇
年
三
月
に
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
�
私
は
彼
と
は
上
海
や
京
都

で
幾
度
と
な
く
語
り
合
�
た
�
彼
の
逝
去
後
�
私
は�
島
田
虔
次
先
生

を
追
悼
す
る
�
と
い
う
一
文
を
書
き
�
岩
井
茂
樹
氏
の
手
に
な
る
翻

訳
が
日
本
の�
東
方
��
本
誌
�
二
〇
〇
二
年
第
四
�
五
期
に
連
載
さ

れ
た
�
彼
が
最
後
に
行
�
た
仕
事
が�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
の
訳
注
で

あ
る
�
本
書
が
出
て
す
ぐ
�
狭
間
直
樹
教
授
は
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
お
よ
び
岩
波
書
店
に
委
託
し
て
寄
贈
さ
れ
�
か
つ
第
五
巻
に

�
正
誤
表
�
を
つ
け
る
た
め
私
に
読
後
の
意
見
を
求
め
た
�
今
年
六
月

中
旬
�
本
書
の
編
訳
に
参
加
さ
れ
た
小
野
和
子
教
授
が
上
海
に
来
て

再
び
こ
の
こ
と
を
頼
ま
れ
た�
訳
注
２
��
い
ち
早
く
本
書
を
閲
読
し

た
中
国
の
読
者
と
し
て
当
然
読
後
感
を
書
く
べ
き
で
あ
ろ
う
�
た
だ

�
誤
植
�
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
�
こ
れ
は
完
全
に
は
免
れ
が
た
い
も

の
で
あ
り
�
日
本
語
訳
も
さ
き
に
出
版
さ
れ
た
各
本
の�
誤
�
を
訂
正

し
て
い
る
�
こ
の
た
び
の
訳
注
で
も
魯
魚
亥
豕
に
類
す
る
些
細
な
誤

植
が
あ
る
の
は
免
れ
が
た
い
�
ま
た
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
疑
問
に

ぶ
つ
か
�
て
も
確
証
を
得
が
た
い
も
の
も
あ
り
�
例
え
ば
第
一
巻
第

三
八
〇
頁
一
八
九
八
年
注�
20
�
で
�
底
本
は�
鄭
稚
��
台
湾
本
は

�
鄭
稚
□
�
と
す
る
も
の
を
�
日
本
訳
本
は�
汪
康
年
師
友
書
札
�
を

参
照
し
て
�
こ
れ
は
鄭
孝
胥
の
弟
鄭
穉�
稚
�
星
と
考
え
て
い
る
�

た
だ�
鄭
孝
胥
日
記
�
光
緒
二
十
四
年
二
月
十
一
日�
三
月
三
日
�
の

条
に
よ
れ
ば
�
�
稚
星
正
陽
関
よ
り
来
る
�
と
あ
る
④

�
そ
う
で
あ
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れ
ば
保
国
会
を
組
織
し
た
時
点
で
は
�
鄭
稚
星
は
北
京
に
は
い
な

か
�
た
こ
と
に
な
り�
訳
注
３
���
□
�
が�
星
�
で
あ
る
か
否
か
は
�

考
慮
の
余
地
が
残
�
て
い
よ
う
�
た
だ
私
は
年
老
い
て
体
も
弱
り
�

片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
稿
も
た
ま
�
て
い
る
た
め
�
仔
細
に

追
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
�
こ
れ
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
�

　
　

二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
日

�
注
�

①
丁
文
江
・
趙
豊
田
編�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
上
海
本
�
前
言
�
二

頁�
島
田
虔
次
編
訳�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
第
一
巻
�
岩
波
書
店
�

二
〇
〇
四
年
�
四
頁
��

②
丁
文
江
編�
梁
任
公
先
生
年
譜
長
編
初
稿
�
世
界
書
局
�
一
九
五
八

年
��
胡
適
之
先
生
序
�
六
�
九
頁
�

③
狭
間
直
樹
編�
梁
啓
超
・
明
治
日
本
・
西
方
�
社
会
科
学
文
献
出

版
社
�
二
〇
〇
一
年
�
�
日
文
本
序
�
八
頁��
共
同
研
究
梁
啓
超

―
―

西
洋
近
代
思
想
受
容
と
明
治
日
本
�
み
す
ず
書
房
�
一
九
九

九
年
�
序
文
八
頁
��

④
中
国
歴
史
博
物
館
編�
鄭
孝
胥
日
記
�
第
二
冊
�
中
華
書
局
�
一

九
九
三
年
�
六
四
五
頁

�
訳
注
１
�
欠
け
て
い
る
部
分
は
�
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所

が
提
供
し
て
下
さ
�
た
コ
ピ
�
で
補
�
た
�

�
訳
注
２
��
正
誤
表
�
を
作
る
た
め
に
意
見
を
求
め
た
と
い
う
よ
り

は
�
梁
啓
超
研
究
の
大
先
達
�
湯
先
生
に
い
わ
ゆ
る�
批
正
�
を

お
願
い
し
た
の
だ
と
い
う
�

�
訳
注
３
�
こ
の
史
料
に
よ
り
鄭
稚
星
が
保
国
会
開
会
の
こ
ろ
�
北
京

に
居
な
か
�
た
こ
と
の
可
能
性
を
考
え
た
が
�
保
国
会
の
第
一
回

の
会
合
が
開
か
れ
た
日
は
一
カ
月
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら�
第

一
巻
�
三
七
八
頁
参
照
��
あ
え
て
当
該
人
物
を
鄭
稚
星
に
比
定
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し
た
の
で
あ
る
�

　

本
文
中
の� 

�
は
著
者
補
記
�
� 

�
は
訳
者
補
記
�
な
お
本
稿
の

訳
注
は
狭
間
直
樹
先
生
は
じ
め�
梁
啓
超
年
譜
長
編
�
の
訳
注
を
作

成
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
助
言
に
よ
る
�
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
�

研
究
会
の
今
後
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
�

▼

四

▲
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日本における梁啓超研究の精華
湯　志鈞（田邉章秀訳）


